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とする企業が前年同期比56.4％、前期比46.2％と
高い数値を示しています。また、生産・売上高を
増加とする企業は前年同期比39.4％、前期比
32.2％ と減少とする企業をいずれもわずかに上
回っていますが、当面の経営上の問題点で「売上
不振」をあげた企業が39.8％となっており、まだ
全体的に回復しているとはいいがたい状況です。
　こうしたアンケート結果は、全日本プラスチッ
ク製品工業連合会ホームページの「景況感調査」
の欄で公表するとともに、経済産業省等の官公庁
の方々にお示しするなどしております。現在、プ
ラスチック製品製造業においても、特定技能の制
度を適用していただくよう申し入れをしておりま
すが、当業界における「採用難」を問題点とする
企業が ４割に達している実態をお示しするなど、
当該アンケート結果を活用しています。
　今後も景況感調査の結果を有効に活用していこ
うと考えておりますので、正会員の皆様は引き続
きご協力くださいますようお願いいたします。

　当工業協会の上部団体の全日本プラスチック製
品工業連合会では四半期に一度景況感調査を実施
しています。具体的には、当工業協会と他の ２団
体（中部日本・西日本）が正会員の皆様に調査票
を ＦＡＸでお送りし、ご回答をいただき全日本プ
ラスチック製品工業連合会で集計をしておりま
す。調査内容につきましては、①生産・売上高②
製品単価③採算④所定外労働時間⑤製品在庫⑥材
料原料単価の項目について前期や前年同期と比べ
どうなったかをご報告いただくとともに、それら
の結果に基づき⑦総合判断と⑧来期の見通しをご
判断いただいています。また、当面の経営上の問
題点が何であるか、「売上不振」や「原材料高」、
「採用難」等の２３の項目から選んでいただき結果
を集計しています。
　近年では、２０２１年初頭の米国の異常低温により
始まった原材料高の高騰などが結果に表れていま
す。また、当業界の課題の一つである人材不足を
表す採用難の項目も近年高くなっています。今回
の結果をみますと、まだ「材料原料単価」を上昇
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１ ．地域別内訳（事業の中心をおいている地域）（社）
東日本 69  中部日本 81 西日本 86

２ ．売上（または取扱）商品の中で最もウェイトの高いものの内訳（社）
日用品・雑貨類 25 包装用容器・キャップ 30 電気・電子・通信部品 29
自動車・輸送機器部品 96 住宅関連 14 医療機器 5
その他 32

３ ．従業員の内訳（パートを含む）（社）
20人以下 37 21〜50人 61 51〜100人 63 101〜300人 46
301人以上 20

４ ．今期（2023年 7 ~ 9 月期）の自社業況について（前期比・前年同期比　％）
※網掛けの数字は前回アンケート（2023年 4 ～ 6 月期）の結果です。
※矢印は前期及び前年同期に比較した今期の値を± 1 %以内の場合（→）・上昇（↑）・下降（↓）で表しています。

2023年 7 〜 9 月期（実績）
前期（2023年 4 〜 6 月期）比 前年同期（2022年 7 〜 9 月期）比

生産・売上高 増加 （→） 横這 （→） 減少 （→） 増加 （↓） 横這 （→） 減少 （↑）
32.2% 32.9% 42.8% 42.1% 24.6% 25.0% 39.4% 42.9% 30.1% 30.4% 28.8% 25.4%

製品単価 上昇 （↓） 不変 （↑） 下落 （→） 上昇 （↓） 不変 （↓） 下落 （↑）
22.0% 27.9% 72.0% 67.1% 5.5% 5.0% 45.8% 47.5% 46.6% 48.3% 5.9% 2.9%

採算 好転 （→） 横這 （↑） 悪化 （↓） 好転 （↑） 横這 （→） 悪化 （↓）
16.9% 17.1% 54.2% 51.3% 28.4% 31.3% 28.0% 25.4% 40.3% 41.3% 30.1% 32.1%

所定外
　　労働時間

増加 （↑） 横這 （↓） 減少 （↓） 増加 （↑） 横這 （↓） 減少 （→）
19.1% 14.6% 62.3% 64.6% 17.8% 20.4% 22.9% 20.4% 55.1% 57.9% 19.9% 20.4%

製品在庫 増加 （→） 不変 （↑） 減少 （↓） 増加 （↓） 不変 （↑） 減少 （↑）
19.5% 20.0% 64.4% 57.9% 15.3% 21.3% 22.0% 24.2% 55.9% 54.6% 20.3% 18.3%

材料原料単価 上昇 （↓） 横這 （↑） 下落 （↓） 上昇 （↓） 横這 （↑） 下落 （↓）
46.2% 48.3% 49.2% 43.8% 4.2% 7.1% 56.4% 63.3% 36.4% 25.8% 5.5% 8.3%

総合判断 好転 （→） 横這 （↓） 悪化 （→） 好転 （→） 横這 （↓） 悪化 （→）
17.8% 17.9% 53.4% 55.8% 27.1% 26.3% 27.5% 26.7% 38.6% 41.7% 30.5% 30.4%

来期の見通し 好転 （→） 横這 （↑） 悪化 （→）
19.1% 20.0% 53.0% 51.7% 23.3% 23.8%

５ ．当面の経営上の問題点（％）
※網掛けの数字は前回アンケート（2023年 4 ～ 6 月期）の結果です。

売上不振 輸出不振 製品単価安 取引条件悪化 過当競争 輸入品との競合
39.8% 36.3% 1.7% 2.5% 32.2% 27.9% 2.5% 1.7% 5.1% 4.6% 0.8% 2.1%
流通経費増大 原材料高 借入負担増 銀行の貸渋り 人件費高 採用難
17.8% 20.8% 57.6% 60.0% 5.5% 6.7% 0.0% 0.4% 48.7% 44.2% 40.7% 40.8%
技能者不足 技術力不足 マーケティング力不足 設備過剰 法的規制 為替問題
26.3% 26.7% 11.4% 8.8% 4.7% 6.7% 1.3% 2.5% 2.5% 3.8% 8.9% 5.0%
環境問題 人材育成 研究開発 事業承継 その他
3.4% 5.8% 36.4% 34.2% 3.0% 3.3% 2.1% 5.4% 2.1% 7.5%

《2023年7～9月期会員景況感調査報告（全国版）》
総回答数　236社
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前期技能検定合格証書伝達式が開催されました。

　令和 5 年12月 1 日（金）に東日本プラスチック

健康保険組合会館にて「令和 5 年度 前期技能検

定合格証書伝達式」が開催されました。当日は今

回の検定作業に携わられた東京都技能検定委員の

皆様、指導員・補佐員の皆様のご参加のもと、東

京都職業能力開発協会検定部長の影山忠男様、全

日本プラスチック製品工業連合会会長の大野泰昭

様にもご来賓としてご出席いただき、新たに １ 級

技能士及び ２ 級技能士になられた１９名の方に合格

証書が交付されました。また、実技試験成績優秀

合格者の方に、当工業協会住田嘉久会長から会長

表彰が交付されました。合格証書交付、会長表彰

に続き首席検定委員の小泉博義様から今回の技能

検定実技試験の講評をいただき、伝達式が終了し

ました。
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１ ．新規会員のご紹介

　今回、当工業協会の新しく会員となられました

企業様をご紹介いたします。どうぞ皆様と末長い

お付き合いをよろしくお願いいたします。また、

取扱製品等にご興味のある方は企業様に直接お問

い合わせいただくか、協会事務局にお問合せくだ

さい。

（賛助会員）

株式会社宇部情報システム（Daigas グループ・
UBEグループ）様

　弊社は、1983年、UBE 株式会社（旧・宇部興

産株式会社）の情報システム部門から独立し、設

立されました。現在の事業領域は UBE グループ

内にとどまらず、UBE 向けシステム開発で培っ

たノウハウを活かし、主として製造業企業様向け

に自社パッケージをはじめとした各種ソリュー

ションを展開しています。主力パッケージとして、

プラスチック成形加工業向け統合基幹業務システ

ム「UP–One」の開発・販売を行っています。会

員の皆様との交流を図り、いただいたご意見など

を弊社パッケージに反映することで、業界特有の

業務により Fit し、皆さまの業務効率化に貢献で

きるものと考えます。今後とも、どうぞよろしく

お願いいたします。

2 ．第406回　理事会議事録

１ ．日　時　　令和 ５ 年１１月１６日（木）

　　　　　　　１４時３０分～１５時３０分

２ ．場　所　　�エッサム神田ホール ２ 号館 ６ 階・

中会議室（2–602）

　　　　　　　　東京都千代田区内神田 3 –24– 5

　　　　　　　　電話03–3254–8787

　　　　　　　

３ ．出席者
　　　住田　嘉久　　上村　俊彦　　山下慎一郎

　　　原田　裕司　　大野　泰昭　　野坂　晃司

　　　秋野　勝彦　　嶋田　修二　　石川　忠彦

　　　内藤　隆夫　　平塚　隆文　　曽我部　大

　　　植田　好司　　河合　清美　　小菅惠美子

　　　佐藤　　昭　　滝口　　裕　　福田　晴通

　　　腰越　　稔　　平田　照雅　　内山　三男

　　　大山　　剛　　八尋　一恭

　　　　　　以上出席理事23名（理事総数35名）

４ ．住田会長ご挨拶
　本日はお忙しいところ第406回の理事会にお集

まりいただき有難うございます。

　11月も中盤ですがやっとこの時期らしい気候に

なってきました。気温の変化になれず、体調を崩

されている方も多いと思います。本日も体調管理

に十分注意して理事会の運営にご協力よろしくお

願いいたします。最近では家も建てられる 3 D プ

リンターですが、その 3 D プリンターを活用して

義足を作っているベンチャー企業のインスタリム

株式会社をご紹介したいと思います。フィリピン

の貧困層は米主体の糖質過多な食生活が主流で、

糖尿病がまん延しており、お金がなくて病院に行

かずに放置した結果、足を切断するほかない人も

多くいました。2018年のデータですが、糖尿病性

壊
え そ

疽患者は国内に約74万人、義足を必要とする人

事 務 局 レ ポ ー ト
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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は計118万人に上るが、経済的な事情から義足を

購入できない人が非常に多かったそうです。義足

がないと働けない、働けないから収入が途絶える、

という悪循環に陥っていたそうです。インスタリ

ム株式会社の代表の徳島氏が起業前に JICA と合

同でフィリピン初となる 3 D プリンターなどを設

置したデジタル市民工房を立ち上げ、「工房で廃

棄プラスチックを加工した商品づくりのプロジェ

クトを指導していたところ、当時のアキノ大統領

が見学に見えたのをきっかけに、多くの見学者が

来るようになりました。そして複数の方から義足

製作の要望を受けたんです」というところから始

めた 3 D プリンターで作る義足ですが、従来の義

足製作は、多大な製造過程・設備コストや、患者

個人に合わせて製作する義肢装具士の技術力が必

要となるため、 1 本あたり30～100万円と高価で

あり、またその納期は通常 2 ～ 3 週間程度かかる

ことが一般的でした。当社が開発した義肢装具製

作専用の 3 D プリンター、 3 D モデリングソフト

などを含む、義肢装具のカスタム量産ソリュー

ションを開発したことにより、従来の約10分の １

となるコストダウン・納期短縮を実現でき、新興

国・開発途上国を含む多くのユーザーに義足を提

供することが可能となったそうです。2019年より

フィリピンにて、2022年からはインドでも、現地

での製造販売を行っており、すでに2,000名以上

のユーザーに義足を供給しているそうです。また、

昨今のウクライナでの紛争で最大5000人もの人が

『義足』を必要としており、国連からもウクライ

ナへの輸出を要望されているそうです。プラス

チックという形を容易に変えることが出来る素材

で、イノベーションを起こし、社会に貢献できる

素晴らしい事業を行っているインスタリム社を見

習い、応援したく、皆様にご紹介しました。

　最後になりますが本日も円滑な進行をお願いし

まして、ご挨拶に代えさせていただきます。あり

がとうございました。

５ ．専務理事より定数の報告
　事務局より理事数35名のうち出席理事は23名で

あり、定款第33条の規程により過半数の理事の出

席があり、本理事会が有効に成立している旨の報

告がなされた。

６ ．議長選出
　定款第30条の規程により会長が議長に選出され

た。

７ ．議事録署名人
　議長は、定款第34条により、同人が記名捺印す

ることを報告し、了承された。

８ ．議　　事
　議題 １．経過報告（前回理事会以降の主要行事）
　　以下専務理事から説明を行った。

　（1）役員会等の開催

　　　 9 月14日　第405回理事会

　　�  銀座フェニックスプラザ

　（2）部会・委員会の開催

　　①技能検定運営委員会

　　　 9 月30日　�検定金型評価・検討修正打合せ

� 　　　　板橋校

　　　11月10日　�令和 ５ 年度技能検定運営委員会

� 板橋校

　　　11月10日　�前期技能検定実施運営上の問題

点の検討会� 板橋校

　　②能力開発推進員会

　　　10月7, 8, 21, 22日11月4, 5, 11日

　　　　　　　　オーダーメイド講習� 板橋校

　　　10月11日　認定訓練実施状況調査

� 協会会議室

　　③青年経営研究会（JPO）

　　　10月12日　役員会� 協会会議室

　　　11月 9 日　役員会� 　稲垣

　　④協同組合

　　　 9 月14日　第63回理事会
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　　　 　　　　� 銀座フェニックスプラザ

　（3）全日本プラ連合会

　　　10月 3 日　�ジャパンパックオープンセレモ

ニー� 東京ビッグサイト

　　　10月 4 日　�第４２回日用品優秀製品コンクー

ル� 中央区立産業会館

　　　11月14日　愛知県産業立地セミナー

　　　　　　� 　グランドプリンスホテル高輪

　以上議題 １ について諮ったところ特に異議なく

了承された。

　議題 ２．会員の入会・退会承認の件
　　以下専務理事から説明を行った。

　（1）入会の部

　　　賛助会員　 1 社

　　　会 社 名　㈱宇部情報システム東京オフィス

　　　所 在 地　東京都港区浜松町 1 –22– 5

　　　　　　　　ＫＤＸ 浜松町センタービル ２ 階

　　　代 表 者　喜多村太郎

　　　取扱製品　�業務・管理面の問題解決の提案

及びそれを実現するシステムの

開発・運用までのソリューショ

ン提供

　（2）退会の部

　　　正 会 員　 1 社　

　　　会 社 名　㈱福田製作所

　　　退会理由　会社都合

　（3）会員の増減

正会員 賛助会員 計 団体会員

前　回 160社 68社 228社 7 団体

増　加 　0社  1社 　1社 　　 0

減　少 　1社  0社 　1社 　　 0

現　在 159社 69社 228社 7 団体

　以上議題 ２ について諮ったところ特に異議なく

了承された。

　議題 ３．令和 ６年新年賀詞交歓会開催の件
　　以下専務理事から説明を行った。　

　令和 ６ 年 １ 月１８日（木）上野精養軒で開催

　開催要領案別添資料の通り

　（当日スケジュール予定）

　理事会　14時00分～15時00分

　� 3 階「菊の間」（29名）

　講演会　15時30分～16時40分　

� 3 階「桜の間」手前（116名）

　表彰式　16時50分～17時00分　

� 3 階「桜の間」奥（127名）

　懇親会　17時00分～18時20分　

� 3 階「桜の間」奥（127名）

　　　� 　　（　　）は令和 ５ 年実績

　以上議題 ３ について諮ったところ特に異議なく

了承された。

　

【その他報告事項】
　以下の項目につき専務理事から説明を行った。

①　景況感調査アンケート

②　特定技能

③　下請適正取引支援（東京都産業労働局）

④　連合会６０周年記念行事

　以上その他報告事項について、異議なく了承さ

れた。

　報告終了後、以下の勉強会を行った。

（勉強会テーマ）

　�「公益財団法人　東京都中小企業振興公社の中

小企業支援について」

（講師）

　公益財団法人　東京都中小企業振興公社

　　西口貴憲課長様（公社販路開拓部門の責任者）

　　�事業戦略部　取引振興課　竹下コーディネー

ター様

　以上すべての予定議案が終了し、議長は１５時３０

分、閉会を宣した。
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ポリ乳酸とその応用技術
　ポリ乳酸（PLA：Polylactic acid）はトウモロ
コシ、サトウキビなどの植物から作られたプラス
チックである。これら植物のデンプン（グルコー
ス）を発酵させて乳酸にし、さらに化学反応させ
てラクチドという化合物にする。この化合物を重
合（開環重合）して PLAを作る。
　バイオプラスチックには、バイオマス（生物資
源）である植物を原料とするバイオマスプラス
チックと自然界で分解する生分解性プラスチック
がある。PLAはバイオマスプラスチックである
と同時に、生分解性プラスチックでもある。ただ、
生分解性といっても環境中に放置して自然に分解
するわけではない点に注意すべきである。コンポ
スト（堆肥）にして発酵熱と水分で化学分解（加
水分解）され、続いて微生物によって分解される
仕組みである。
　PLAは射出成形用途では配膳トレイ、使い捨
て食器やカップ類などに使用されている。押出成
形ではフィルム、シート、繊維・不織布などに加
工されている。これらの加工法では、延伸操作に
よって結晶配向させることで機械的、熱的性質を
向上させることができる。延伸ブロ―成形ボトル
や真空・圧空成形容器にも使用されている。
　PLAは環境負荷の低減につながることが最大
の利点であるが、克服すべき課題もある。
　標準 PLAの物性値を表に示す。結晶性プラス
チックであるが結晶化しにくいため耐熱性や衝撃
強さが低いことがある。また、成形上では結晶化
速度が遅いこと、流動性がよくないこと、型離れ
がよくないなどの課題がある。
 

　これらの課題を解決するため材料や成形技術の
開発が進められている。

［材料開発］
　乳酸には L体と D体がある。L体と D体は分
子構造が同じであるが、分子の立体構造が左右反
対の構造になっており、向きを変えても重ならな
い。これを光学異性体という。一般の PLAは、
主として L乳酸から作られているが、L乳酸から
の PLAと D乳酸からの PLAをブレンドしたも
のがステレオコンプレックスである。同コンプ
レックスの結晶融点は標準 PLAより約50℃高く
なる。
　ポリマーアロイによる改質材料も開発されてい
る。アロイ対象の石油由来プラスチックには PP, 
ABS, PC などがある。これらのプラスチックと
PLAは混ざりにくいので、混ざりやすくする相
溶化剤が開発されている。アロイ化によって耐衝
撃性や耐熱性が向上し、さらに難燃性を賦与する
ことでノートパソコン筐体、携帯端末品などに応
用されている。

［射出成形技術］
　次の成形技術が開発されている。
①�ヒートアンドクール金型を用いて成形する。
PLAの結晶化最適温度（110℃）で一定時間ホー
ルドして結晶化させたのち、通常の金型温度
（80℃）に下げて成形する方法である。
② �PLAに超臨界流体（炭酸ガス）を溶解させて
流動性を良くして成形する（日精樹脂工業）。
超臨界流体の溶解量を多くするとスワール
マークが発生するので、流動性と同不良の兼
ね合いから適切な溶解量にコントロールして
いる。

③�高射出速度、高射出圧力、高応答の射出性能を
兼ね備えた専用射出成形機で成形する（住友重
機械工業）。PLAはキャビティ面に密着しやす
く、かつ結晶化しにくいため突き出す時に変形
しやすい。その対策として、金型表面の特殊な
改質やコーティング処理によって離型性を良く
する方法がとられている。� （案山子）

標準PLAの物性値
項目 物性値
比重 1.24～1.25
ガラス転移温度（℃） 52～60
結晶融点（℃） 145～175
引張
特性値

降伏強さ（MPa） 60
破断強さ（MPa） 55
破断伸び（％） 6.0
弾性率（MPa） 3500

アイゾット衝撃強さ（kl/m2） 3.5
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